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じ
空
八
日
す
フ
ヲ
」
と
を
日
的
と
す
る
法
執
行
的
な
活
動
へ
と
移
行
し
た
も
の
号
、
え
ら
れ
る

ス
タ
ン
武
仁
川
り
行
使
終
了
比
ほ
の
海
上
間
半
は
、
海
ヒ
m
備
活
動
の

第
一
二
郎

海
警
備
机
動
に
お
け
る
均
阻
止
活
動

十
人
ハ
ベ
紛
下
状
態
が
存
f

村
い
し
ん
怯
い
状
況
に
ぷ
け
る
’
件
古
川
止
の
事
由
は

小
川
回
連
海
汗
L

い
条
約
の
関
係
規
定

γ
よ
る
場
合
一
以
内
川
県

一
時
河
川
什
仏
弘
子

r
…wUJMmJ
の

間
関
l
h
し
く
は
多
村
山
の
条
約
l右
l
く
は
合
意
寺
に
よ
る
場
合
け
い
限
モ
οれ
る
f

向
一
警
備
品
到
に
は
、
違
法

な
出
い
常
設
業
を
除
く
ほ
と
ん
と
九
十
f

と
の
品
川
に
お
り
る
v
理
法
行
為
へ
の
刈
出
の
ほ
か
、
大
量
破

M
バ
ハ
忠
弘
政
均
H
の
た
山
の
4

出品制作
J

も

ん一川
J
fム

thm
一
＼
い
？
ゐ

他
方
一
じ
、

テ
U
U
刈
清
海
山
止
活
動
の
対
象
と
さ
れ
ス
ロ
船
舵
は
公
海
小
企
伸
一
伯
察
権
行
伎
の
対
象
で
は
な
く
、
ま
た
、

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔ソ 7ぃ）

そ
の
行
ハ
ジ
貯
は
怖
が
川
辺
海
汗
y
U
P
J
A
約
第

い

2
h

五
人
J

～
C
M
F
が
い
川
上

。
条

f

岐
に
九
＋
て
該
当
す
る
と
は

盤一白川
J
U
助
を
寸
ベ
レ
ー
J
ン
ヨ
／
の
中
駅
に
抗
え
よ
結
菜
、

一7
4
リ
ス
人
の
み
な
ら
す
、
武
器
、
麻
薬
或
い
は
述
叫
難
民
t
ノ
い
っ
た
極
め

て
リ
山
範
凶
士
山
物
資
が
守
口
限
達
物
’
j

到し仁、
d

て
海
ヒ
↑
【
h
H

活
動
の
汁
象
と
な
口
、

こ
れ
は
あ
た
か
も
泣
括
的
戦
時
鈴
制
品
リ
ス
ト
を
伶
r
i
川

主
せ
る
も
の
で
あ
る
じ
ヲ
て

L
－
＼
か
か
る
物
資
及
び
人
日
海
上
移
助
出
↑
を
い
刊
弗
海
沖
川
川
会
約
の
規
定
一
り
ふ
に
依
拠
｝
J

て
戸
大
胤
す
る
二

C
M
h
4
改
び
そ
れ
を
土
与
す
る
た

4
は、

と
は
人
I
M
叶
花
で
あ
る
た
め
、

寸
辿
海
汗
法
条
約
の
み
な
ら
ず
欧
仔
町
一
湖
速
す
る
一
寸
ほ
及
び

多
国
同
朱
約
を
可
能
士
限
り
民
間
）
、
海
l
札
止
活
動
を
畏
明
レ
て
い
る
よ
λ

で
あ
る

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
及
ぴ
物
資
の
惨
動
向
川
汁
に
相
対
す
る
法
的
提
拠
は
、
安
保
団
内
事
会
決
誌
と
桁
｛
疋
さ
れ
た
社
輸
物
資
の
新

山
間
d
を
f
、
っ
内
山
地
海
L
m
H活
設
t
t

村
山
較
す
る
と
、

心
、
や
山
川
一
以
的
で
は
あ
る
。
ま
ず
、
町
叫
と
し
て
、
式
出
荷
の
輸
送
そ
の
も
の
は
治

特
定
の
式
器
或
い
は
武
器
全
般
の
述
法
取
引
を
コ
止
す
る
条
約
は
右
在
ー
な
い
の

ー、とよみん
1
0

く、

l
↑

b
f
 

：； 

版
以
来
的
違
法
取
引
取
粉
つ
に

同
ド
連
海
洋
法
条
約
は
ー
へ
工
て
の
h
p
心、

公
海
H

ー
の
出
ω叫
が
同
i

際
条
約
に
u
足
以
し
て
収
薬
及
川
出
｛
い
杓
符
比
恨
の
不
止
取
引
を
行

コ
ミ
、
日
除
、

t
、1
1
b
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う
こ
y
を
防
す
る
た
め
に
協
刀
す
る

一／川「同一、
J

一八仏人

ど
の
よ
う
な
叫
動
や
元
際
に
取
り
締
ま
一
む
た
め
の

こ
寸
る
に
と
こ
ま
る

条
約
と
コ
L

は、

林
浩
及
び
向
精
沖
誌
の
大
正
取
っ
4

の
防
ペ
ペ
一
い
河
す
る
寸
際
迎
合
条
約

～
し
：
、
ー
、
一

－
t
ノ一
rノ
r
q
が
ム
伴
什
す
る

主
久
人
約
第

で戸、、
問

h
N

宋
＝
一
一
羽
で
は

円
締
約
斗
の
抗
弁
掲
げ
又
は
蛍
録
松
早
川
会
一
中
氏
不
す
る
も
の
が
京
止
取
引
ド
関
与

ν
て
い
る
と
疑
う
に
円
止

り
る
合
却
LH
な
組
出
を
有
す
る
場
ふ
い
に
は

的
川
川
ト
通
報
し
及
び

の
孫
一
ぷ
J

て
烹
請
し
、
二
れ

た
L
一
き
は
、
当
一
説
船
舶

に
つ
い
て
沌
当
な
治
宣
や
と
る
こ
と
山
手
一
引
を
杭
同
に
安
請
す
る
こ
と
が
と
き
る
と
CF
る
ハ
そ
し
て
、
桁
刊
は
、

か
か
る
い
士
ム
羽
を
打
、
，

た
締
約

E
に
け
叫
し
、
当
該
船
肘
へ
の
主
恥
、
被
卜
T
m
及
び
不
正
取
引
に
か
市
わ
っ
て
い
ゐ
こ
と
の
証
拠
が
計
九
円
ん
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該

部
航
中
峠
刊
げ
に
そ
の
J

曜
日
松
苔
及
び
情
苛
に
つ
い
て
旭
中
プ
ノ
ホ
刊
君
を
と
ゐ
こ
と
に
つ
い

E
計
り
を
与
え
る
こ
と
が
F
3る
乙
ず
る

M
円条川門

川
市
ど
ち
な
み
に
、
日
僚
の

ソ
ら

ηη
ブ
海
地
域
に
お
け
る
山
市
川
…
一
及
U
U
T成
中
」
介
じ
た
財
主
及
び
向
精
一
何
千
恨
の
違
法
な
取
引

防
止
の
た
め
の
協
力
に
院
ナ
芯
ム
ロ
去

府
長
及
川
J
r

ハ悟
l
H
J

幸
の
収
り
締
り
を
口
的
と
し
て
締
約
国
慌
た
内
に
お

、IJ
＼
J
J

／
、

r
＼

一円、占品、

げ
る
ん
出
一
川
に
よ
る
出
執
行
ふ
符
誌
j
る
説
足
（
同
第
八
条
頃
）
を
設
は
リ
て
お
川
、
戸
↓
門
つ
さ
れ
ゐ
さ
ら
に
、
こ
の
土
、
つ
な
快
凶
川
原

FA
内
f
h

お
け
る
外
門
脱
船
に
よ
る
法
判
行
兄
助
L

ご
っ
？
什

F
T
と
す
る
動
さ
は
、

粉
羽
仁
村
一
す
る
武
装
強
盗
対
抗
一
に
限
〕
〈
も
可

d
r

J

L

P

、

与
Li

’
へ
の
鳩
山
活
及
び
移
動
が
違
決
と
さ
れ
る
の
は
、

河
リ
司
法
で
は
奴
隷
仰
F
パ
リ
切
の
み
仁
浪
ん
疋
5
れ
る

ペ
叶
沖
～
海
洋
渋
叫
ん
約
出

粂

一T

ロ
ナ
ス
ト
ザ
い
う
以
M
U
の
み
明
海
上
に
お
い
て
人
を
拘
点
す
る
慣
習
訟
を
ひ
条
約
机

zι
は
仔
古
74
ず、

一
フ
口
斗
J

ス

セ」、
hJ
－L
、

ト
が
向
上
手
品
作
勤
中
で
あ
る
と
い
へ
事
実
そ
れ
い
体
は
μ

「
止
法
刊
を
川
市
び
る
も
の
で
は
な
い
ο

：
の
点
に
続
人
灯
、
海
洋
航
行
力
安
全
に
対

す
る
工
法
な
ノ
f
八
ー
の
防
止
に
閣
す
る
条
約
の

。
＼
一
九
介
の
一
一
両
疋
者
ヘ

C
C
五
年

s
r
A
t約
一
一
両
疋
者
）

、
「
ノ
一
（
〉
ム
川
｝
ト
い
ロ
リ

は
、
同
議
定
書
第
七
条
に
列
挙
さ
れ
て
川
る
一
ア
口
取
締
れ
鴻
日
諸
条
約
に
｛
じ
め
乙
犯
罪
を
構
成
す
る
ね
引
け
を
行
っ
た
人
の
輸

送
行
為
を
犯
罪
庄
内
向

2
日
）
と
し
た
（
川
市

C
C
立川

i
s
u
A糸
約
三
誌
氾
奇
心
、
域
に
H
V
↑
殺
し
て
い
る
人
で
の

一
条
項
）
な
お
、

ir!:Uにぷ学｝位 l日2則 1 1172 〆.Zilt:l. : .I 
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も
の
キ
；
間
引
常
的
明
り
稀
ま
る
も
の
で
は
な
い
次
に
、

移
民
需
入
凶
一
円
以
締
り
に
悶
し
と
は
、

国
際
的
綿
織

mm升
の
防
〕
に
悶

1
P
Q〕
円
際
主

合
条
約
九
ど
治
記
す
る
院
前
町
、
海
路
柱
ひ
ヨ
践
に
L

h

リ
移
民
や
か
岳
人
寸
さ
い
ヒ
る
こ
と
の
防
司
に
刻
す
る
談
事
官
一

司
一
際
組
織
犯
罪
防
止
条

約九
R
P人一パ～占｛
4
1
き

H
h
J

、
締
約
E
u
m
H
に
d
ブ

ω
船
舶
へ
の
乗
船
及
び
A
以
来
争
認
め
て
い
る

つ
ぺ
し
四
円

戸

J＇、

組
織
犯
罪
功
止
条
約
町
人
回
議
京
全
け
で
は
、

締
約
問
は
池
の
前
向
川
内
の
凶
川
桁
会
一
掲
げ
又
は

る
船
舶
が
移
民
の
泊
府
内

に
よ
る
笥
人
刊
に
関
与

l
亡
い
る
と
疑
う
に
門
店
る
台
浬
的
な
珂
耐
を

R
Vる
お
台
に
は
、
そ
の
己
口
を
杭
刊
に
員
報
し
は
ぷ
ぴ
守
似
の

を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

こ
れ
が
催
日
認
さ
れ
た
と
さ
は
叶
み
船
的
に
つ
け
て
流
占
「
な
州
訪
を
ー
と
る

4
刊
争
拡
一
日
い
要
請
す
ん
V

こ
し
い
が

で
き
る
と
さ
れ
る
二
需
八
条
一

で
し
て
、
渋
い
i

じ
、
事
請
を
ノ
付
つ
ん
店
一

M
L、
当
法
括
和
へ
の
来
最
及
ザ
山
政
ホ
の
持
り
と
、
山
W
1
1バ

船
船
が
バ
ペ
止
の
ほ
川
町
に
上
る
宮
入
間
に
問
h
f
L
て
い
る
こ
と
の
乱
仰
が
発
見
さ
れ
た
場
合
レ
は
、

当
該
船
舶
枯
ひ
レ
ノ
て
の
宋
恥
有
及
び

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔ソ 7ぃ）

積
荷
1

い
つ
い
て
、
山
切
な
抽
邑
を
と
る
こ
と
に
つ

v
C
J
Z
川町長け

7
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
八
条
二
度
）
ま
ん
、
同
仰
の
条
約
十
y

t
て、

閃
深
的
な
叩
相
川
戦
犯
’
uvp
の
防
止
に
関
す
る
川
町
も
か
叫
ん
n
条
約
を
柿
足
す
る
人

特
仁
女
性
及
ひ
沼
市
の
取
引
を
防
忙
レ
処
罰

rる
た
め
の
京

だ
吉
（
人
身
取
引
防
二
誌
「
一
書

円
二
万
円
党
効
）

か
あ
る
が
、

ペ
ー
条
約
に
は
公
海
上
の
船
山
仁
到
す
一

G
fっ
入

二
ハ
ハ
〉
／
干

り
及
び
凶
区
一
に
悶
J
9
ム
匂
特
訟
の
川
市
内
七
は
兄
当
た
ら
な
い

心
の
ほ
か
、

4τ

～H
が
ハ

f
d
r
、
キ
一
市
パ
、

ド
ミ
ニ
方
、

、、、
J

K

J

つ
む

J

ノ
ノ
｝

F
K
6
3
1

プ
海
治
ヨ
μ

一
円
札
で
明
人
ヨ
収
絞
り
を
い
的
と
し
た

ヨ
一
司
内
初
定
を

F
J九
し
と
レ

E
U
一
い
お
い
え
は
、
域
内
へ
の
主
作
い
な
経
民
手
ヘ
壮
汁
と
国
山
岳
山
容
情
強
化
を
阿
る
た
め
、

な
お
、
山
手
V
A
d
な
が
ら
、

F
R
O
N
T
R
V
A
 

と
い
う
機
構
が

〆
ノ
ハ
U
四
年
に
バ
ム
す

F
K
O
K
r
R
X
の
怜
対

C
の
f

手
法
難
民
間

H
出
りd
は
海
ト
に
お
い
〈

b
実
怖
さ
れ
て

と jコ
しり
で子、 、

；好て
れ
11」ら
Ji は
iii 'i; 
云~ i年
もト
，，之さ
rm oJ 
さ iii
れで＂-c )) 
いみ
7 7 
心 l ＇~ 
c 

り

国
間
協
だ
に
J
る
他
仰
の
沼
海
内
に
お
け
る
連
法
峠
尺
の
取
h
桁
ま
り
を
い
門
前

海
時
い
慌
市
動
と
は
、

法
的
恨
拠
は
そ
れ
ぞ
れ
呉
な
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
海
「
阿
川
と
い
う
共
通
し
れ
八
時
間
能
を
右
ず
る
諸
活
動
を

[cl 
「欠員
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律
上
に
お
け
る
パ
、
序
維
汗
及
び
杭
ノ
れ
の
ー
汁
出
こ
安
ん
砕
川
怖
と
い
う
共
通
じ
い
的
の

F
に
絞
台
し
た
包
括
的
悦
べ
品

そ
〆
て
、
小
山
上

警
備
市
川
判
じ
お
け
る
海
L
L
r
J
は、

タ
タ
く
の
埼
九
円
河
係
す
る
九
へ
約
若
く
は

ヨ
間
万
戸
ち
か
る
も
の
で
あ
ふ
っ
海
賊
対
処
千
円
的
ど
し

で戸、、
問

た
海
正
リ
ぃ
ー
の
♂
叩
戸
内
管
此
村
ほ
を
小
川
l
枇
備
指
数
が
対
徐
八
d

と
ず
る
そ
の
池
の
台
古
川
出
C
お
へ
拡
張
す
る
こ
と
は
岡
野
で
あ
る
？
」
ベ
若
し

ノ
＼
小
品

例
え
ば
海
Lし
警
備
活
気
い
お
け
る
況
［
山
止
に
か
か
わ
る
権
出
を
包
折
拘
に
刊
一
ヲ
す
る
同
比
安
保
理
事
会
決
議
と
い
っ
た
、
海

L

阻
d
活
款
の
実
施
の
た
め
の
以
下

内
法
的
机
処
が
ん
仙
在
し
な
い
羽
状
ー
は
、

C
M
F
比
び
こ
れ
を
、
十
七
手
一
一
9

る
本
屈
は
、
当
白
の
川
、

明
一
係
寸
心
主
人
行
を
最
人
収
「
荒
川
し
て
市
苦
情
活
動
に
記
干
す
る
も
の
と
妊
察
さ
れ
ゐ
ー
し
か
し
な
が
、
り
、
条
約
は
あ
く
ま
小
、
当
事
付

間
で
の
み
幼
H

け
を
有
ず
る
も
の
で
あ
る
戸
い
と
に
加
え
、
海
H
l

警
椛
げ
間
豹
が
刻
ゑ
と
す
る
ん
＋
て
の
違
法
行
為
山
根
拠
が
そ
の
」
う
な
ん
山
守

丈
4
4

け
に
口
叫
ん
十
に
口
叫
し
だ
せ
る
と
い
ろ
わ
け
で
も
な
い
っ
こ
の
よ
う
な
状
刈
F
E海
L

阿
け
を
ノ
リ
う
た
め
に
は
旗
凶
の
円
以
H

が
必
製
レ
J

な

る
が
、
そ
の
場
汁
仁
お
い
て
も
、

C
M
Y
の
一
記
叫
に
よ
と
と
、
多
／
、
の
世
情
九
円
に
お
い
て
、
技
一
同
の
同
志
で

の
同
布
、
を
得
る

に
ム
ど
ま
っ
て
い
る
v

ま
と
、
川
人
河
に
よ
っ
て
は
、
船
長
の
同
意
す
ら
一
得
勺
れ
な
い
場
合
も

根
一
閃
に
は
相
出
走
さ
れ
る
が
、

こ
の
ト
で
つ

ヘ
ム
主
人
ロ
ル
ア
」
L
づ
け
戸
、

一
J
j
z
f
v

円、

相
川
岬
ゅ
は
小
川
明
な
が
ら
も

阿
川
内
海
注

対
終
的
に
は
h
d

内
諾
船
に
対
す
る
臨
検

止
令
強
行
す
る
に
は

ぺ－
A
染
川
町
治

予
三
、
処
附
さ
れ
る
の
で
あ
れ
三
こ
し
主
察
す
る
の
が
一
応
妥
当
な
川
結
で
あ
る
、
し
だ
が
っ
て
、
海
ー
…
山
ム
げ
市
川

討

4

定
の
法
的
山
吹
町
刊
を
有
す
る
14r
討
で
あ
る
こ
と
は
J
＆
三
、
あ
る
治
、
そ
の
法
的
基
盤
は
吟
石
ご
あ
ゐ
と
判
断
す
る
の
は
な
お
怯
正
一

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
し、、J

一ノ
i
－

一

j
イー？
I
t
J
l
ド

第
一
節

総
括

海
阿
川
市
↑
般
の
法
的
位
犯
に
川
仰
す
る
談
一
訟
は
、
も
と
も
レ
に
は
山
術
権
を
巡
る
も
の
か
ら
於
ま
っ
そ
じ
本
拾
策
二
草
捻
段
で
紹
介
し
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た
よ
￥
つ
に

一
九
九
ひ
年
の
「
一
フ
ク
の
ク
ム
ノ
ず
？
ト
侵
攻
町
に
お
い
て
、
米
川
川
ハ
斗
ァ
に
よ
る
イ
ラ
ク
へ
の
す
ず
泌
は
凶
主
意
字
ー
の
山
崎
持

で
け
川
叶
花
で
あ
う
た
が
、
他
行
べ
で
、
小
一
寸
船
舶
へ
の
J
J

筒
キ
必
ず
る
た
め
」
は
ヨ
連
混
同
中
jll

の
み
で
は
ハ
ー
分
と
ι
こ
れ

"・ 

ア
ヶ
の
結
束
、
対
イ
ワ
ク
海
上
洞
止
日
前
九
時
引
を
安
請
す
る
安
保
州
事
会
伏
誌
六
六
主
が
採
択
さ
れ
た
の
で
あ

ム可一
4

一ハ
f
l

i
f
c
j
 

j

i

〉
ミ
、

イ
ハ

U
H

事
J

一d
l
、J

f
j
l
h
｛
L
 

ア
ロ
刈
夜
海
上
問
止
日
お
に
お
い
ど
は
、
湾
口
戦
争
当
時
は
羽
川
雄
で
あ

ω
と
認
川
附
さ
れ
て
い
た
口
広
他
行
使
に
よ
る
市

図
的
伯
、
の
活
笠
誕
泌
が
従
前
よ
り
も

目
的
引
に
一
ら
え
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
徴
伐
を
示
し
て
い
る
f

そ
し
て
、
そ
の
よ
、
つ
な
趨
品
々
に
あ
ッ

ど
出
現
し
た
り
が
ア
口
対
後
一
時
一
間
止
出
勤
で
あ
り
、
現
F

ハ
川
、
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
海
一
明
一
備
川
、
出
動
へ
移
行
し
な
お
継
続
出
に
民
間

中
で
あ
る
c

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔ソ 7ぃ）

木
市
で
の
4v片
小
を
総
M
L
9る
と
、

－
ア
口
刈
策
ほ
古
川
汁
F

山
川
引
を
は
じ
め
と
す
る
C
M
Y
が
黒
山
同

L
て
い
る
オ
ペ
レ
1
ン
コ
了
／
は
、
「
呼

し
し
に
お
リ
る
校
同
絵
持
成
い
は
航
行
百
八
十
梓
畑
町
と
い
う
そ
れ
ー
一

K
は
一
同
跨
村
会
の
誇
も
が
出
子
を
明
、
ズ
に
く
い
叶
口
川
川
、

c
c一三（
C
Eュ
2
2を
丘
小
山
す
J

之
め
に
、

j

L

 

1
p
 し
わ
ゆ
る

米
同
等
か
、
ま
す
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
北
J
P
R
の
一
つ
よ
い
あ
る
京
侃
洲
市
手
会
決
一
世

が）
Z

…
ま
わ

k
世
の

F

れれ
f

一LrJUL人
円
六
と
－

L
江
主
、
そ
の
上
で
、
心
的
上
限
乙
、
け
L

ノ
め
の
枝
川
川
一
ゃ
に
あ
る
関
係
件
対
則
訟
を
、

状
況
に
一
h

つ
て
は
ヤ
品
、
拡
I
八m
F
釈
？
で
実
施
之
、
い
る
山
下
例
で
あ
る
こ
判
断

40守
」
が
、
引
時
｛
「
…
て
は
叩
J

つ
で
あ
る
も
の
f
E
m
料
さ

t＇〕
る

ま
ー
も
こ
の
点
に
同
車
ス
ノ
r
け
で
は
、

一
ア
口
〆
の
戦
い
」
M

右
〕
く
は
ト
八
コ
血
液
比
一
氏
器
拡
散
防
止
と
い
う
包
ら
乙

if 

世
引
吋
川
Jdt
に
－
マ
GAd力
行
空
へ
の
批
叫
が
な
く
な
る
と
い
う
政
治
片
岡
川
が
存
す
す

へA

二
百
司
ト
ツ
ア
一
U
沼円

r
c
S
E
E－
－
b
惇

f

tお
丹
市
町
叫
に
お
い
て
F
ノ
ら
れ
ぐ
い

ま
た
、
他
方
に
は
、
国
際
社
会
は
、
山
間
船
舶
が
対
象
2
な
ら
な
い
取

、J

、ゐ

フ
λ
丸
町

f
P
1
u
v

h

、
F

冊
ー
ホ
州
止
活
設
と
い
う
公
海
ー
に
所
在
す
る
船
舶
べ
の
強
制
的
渉
ノ
イ
為
を
伴
う
活
設
が
法
的
以
ぬ
本
市
ん
に
礼
一
だ
い

3
れ
な
川

ま
ま
i

十
へ
刻
模
に
展
出
向
さ
れ
一
に
い
Q
と
い
、
っ
事
実
を
容
認
ー
一
ヲ
る
か
、
ー
右
L
J
は
熟
読
し
て
い
乙
ょ
う
？
？
り
見
受
け
ら
れ
る
。

七
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第

f(fj 

今
後
の
夜
空

前
日
却
で
ム
州
述

L
た
そ
つ
な
状
況
キ
ρ
プ

117FLめ
て
い
る
の
は
、
泊
！

L
d
肝
勤
ゃ
い
ど
り
ま
く
い
U

努
の
人
き
な
変
化
て
あ
る
つ
士
ず
、

で戸、、
問

伝
統
的
な
海
上
岡
止
活
必
で
あ
る
付
述
点
上
羽

d
活
設
の
大
規
模
な
民
間
が
史
人
つ
れ
た
吋
川
氏
に
？
げ
川
、

粉
々
ヨ
の
刑
囚
は
あ
く
ま
で
；
吋

｛
と
対
一
川
門
家
と
ち
っ
た
の
に
対
し
、
現
存
一
じ
は
「
一
山
川
家
「
対
非
川
門
家
」
一
と
い
う
対
J

の
情
司

し
い
，
ω。
こ
の
対

立

u
m
Mの
了
じ
は
、
従
前
田
家
に
対

L
て
筏
能

L
亡
さ
だ
羽
止
は
治
、
〆
一
役
能

L
な
い
こ
と
：
か
り
、
脅
威
小
間
仕
化
」
ヲ
る
以
別
に
海
部

鴻ーを

pyhdり
引
か
う

に
展
開
さ
せ
る
必
安
性
が
あ
ゐ
次
に
、
午
日
で
は
、
海
一
に
お
け
る
テ
口
行
九
い
代
表
き
れ
る
よ
う

な
、
父
来
型
山
市
仲
」
上
犯
罪
に
該
当
し
な
い
多
種
多
税
L

ノ
ホ
惚
ム
r
酌
脅
威
が
山
現

L
て
い
る
「

米
い
i

が
ギ
道
一
一
一
ブ
ス
V
C
M
F
の
泊
ず
か
J
M
、

に
立
地
し
た
山
首
岐
の
顕
J
A

片
山
を
お
d

j
る
そ
め
の
活
動
で
あ
と
レ
一
し
え
ス
ロ
が
、

〈
i

て
の
海
一
凶
止
の
場
面
に
お
い
て
そ
の
た
め
の
法
的

恨
拠
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
＼
つ
わ
け
ぺ
し
は
な
v

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

F
、
仁川川

F
の
J
出
動
に
対
す
る
川
川
際
村
九
五
か
ら
の
北
町
制
引
は
現

ム
レ
の
と
こ
ろ
凡
打
れ
て
い
な
い
λ
J
去
、
川
山
安
保
埋
宇
会
主
寸
の
ぬ
に
お
い
一
、
米
国
と
利
害
が
凡
立
す
る
こ
と
の
向
性
デ
L
中
国
ヤ
口
、
Jγ

で

する
h
J
C
M
F
の
清
一
助
に
は
協

U
－
て
お
に
、
こ
の
こ
と
ば
加
謝
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

」
の
上
九
Jμ
工
学
長
の
苛
景
に
は
、

C
M
F
が
訂
以

阿
し
ご
い
乙
小
山

l
m↑
ム
活
動
は
、
／
札
り
川
、
小
ム
ゾ
立
す
「
る
桝
誌
の
進
法
取
引
目
、

U
J珠
湾
局
の
収
縮
け
こ
い
う
小
山
一
汗
A、
上
の
法
執
行
治
動
｝

の
比
較
い
お
い
て
、
そ
の
目
的
f

J

て
泊
料
体
さ
れ
る
パ

の
レ
ベ
ル
が
脅
し
く
異
な
る
と
い
う
古
一
ヨ
が
存
什
す
る
一

打
刊
誌
の
違
法

取
引
き
ヤ
奴
詠
貿
易
は
そ
れ
ぞ
れ
に
浪
刻
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
U
U且
；

JJ
一、、

引
j
ノ
マ
i

川
川
際
的
テ
口
組
織
を
は
と
め
と
す
る
非
自
家
主
体
に

E
る

「
口
攻
撃
や
、
そ
の
よ
う
な
行
品
じ
積
出
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
大
E
絞
壊
兵
器
脅
威
の
拡
散
は
今
や
間
際
社
会
日
つ
U
幻
怪
人
心
事
項
で

一r】
あ
り
、

p
川
洋
法
ょ
の
法
執
行
が
対
象
t
ー
す
る
事
象
と
は
回
阪
社
会
全
体
に
及
ぼ
一
一
F

脅
威
の
派
別
皮
が
泣
い
殺
に
異
な
八
九
こ
の
よ
う
な
脅

成
へ
よ
り
守
山
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は

本中
τは
何
い
連
安
保
同
町
h
h

ド
会
に
上
る
集
同
情

mzu古
し
く
は
村
正
向
一
阻
止
了
川
孔
み
が
実
持
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
由
、
川
4
ん

m
M
に
は

C
M
Y
と
い
っ
有
志
浅
ム
r
詣
以
に
J
る

瓶
引
い
川
な
一
時
一
川
阻
止
活
動
」

に
よ
る
対
吃
と
な
っ
て
い
る

戸
三
三
」
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白井

l
阻
ぃ
l

活
動
と
い
う
寸
ベ
ハ
〆

J

ョ
J

は
、
時
代
の
変
遷
や
が
て
川
町
一
際
副
会
一
舵
じ
た
清
二
、
き
て
い
る
r

そ
し
て
、
そ
の
涯
に

は
、
従
前
は
田
川
訴
で
あ
る
と
忠
わ
れ
て
い
止
符
穴
か
つ
例
外
的
な
事
象
が
、
法
的
議
議
ゃ
な

h
出
向
し
主
ー
か
ら
も
、
ヨ
際
引
ド
和
と
宏
九

の
維
持
又
は
河
役
の
た
め
の
手
段
と

ν
t
当
た
り
前
に
た
着

ν
て
ゆ
；
通
科
に
油
主
ら
な
い
。
そ
）
J

て
、
仁

M
F
が
畏
閉
す
る
一
フ
ロ
対

後
海
i
問
H
日
常
勤
が
リ
井
川
崎
惹
盤
い

部
一
陵
味
な
部
分
ム
ゲ
一
成
し
な
が
ら
も
弐
い
川
際
引
会
じ
で
↓
J

円
し
て
い
る
と
い
っ
か
実
は

あ
た
か
も

一
九
正
紀
末
に
海
故
対
処
の
た
わ
の
己
温
的
作
軒
，
情
が
碓
す
ぺ
」
引
た
相
ノ
＼

H
紀
の
ん
3
1

じ
に
討
い
て
は

出
際
の
平
和
t
t
安
全
ト

対
ι
9
る品川
J

什
的
脅
戒
の
扱
交
の
阻
け
を
主
た
る
目
的
と
し
た
予
功
的
か
つ
白
川
制
約
な
海
？
一
阻
J
H
活
動
力
安
誌
の
た
め
に
、
川
刊
）
弘
士
夫
付
を

一
地
じ
仁
既
存
の
法
的
枠
制
み
に
代
わ
る
新
た
な
何
ヘ
p

叫
が
出
現
し
つ
つ
し
山
句
会
徴
似
を
不
時
J
q
ゐ
も
の
？
あ
る
の
が
「
こ
の
北
山
、
に
う
い

C
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限
努
法
の
観
点
か
、
り
設
終
的
公
評
加
を
ト
ー
す
た
め
↑
は
、
ム
f
Lば
ら
く
川
川
の
位
移
し
仁
凶
r
d八
一
安
行
菩
慣
の
次
況
を
慎
重
い
兄
似
め
つ
つ
、

さ
ら
な
る
称
統
一
的
な
考
察
が
必
習
で
あ
ろ
フ
コ

ド
ん
酬
の
判
竿
に
ゐ
た
り
、

γ
、J
V
リ
コ

i

マ
ー
ト
ッ
ク
長
国
海
官
民
務
！
什
悦
～
T
V
2
2
2
2
H
h
r
z
牛
耳
者
三
二
三
2

7

店
。
三
一

2
5
v
f

こL
ヌ
ョ
目
2
2
5
2〉
ど
の
苔
J
A
交
問
を
、
也
ヒ
、
ロ
円
山
佐
ム
ア
ム
多
く
一
ω
L
h
さ
え
V
小
峻
J
t
2
け
、
ま
b
l

、
宗
主
な
資
料
の
提
供
を

叫
ん
～
｛
こ
こ
に
記

L
て
一
乱
高
一
J

玄
武
す
2

ぬ
次
第
た
に
あ
る
う

ヘ閉山

fJMロロ
h
p
e
「
y
r
h
叶］
MC
口
HZ告
じ
内
向
口
伝
HhMmv
ニc
Z
E
克
己
Y
M
A
U
M
A
L
H
j
E
t
L
C
R
E
ニ5
円以
r
一一い広三の
HhgEdMH
凶F
N己
wm
～〉
uFAW
町、r
h寸
p
u
y

41C↓川市守ソ乙
c
u
h
（y
↓［白
LdvuwxxE）LM

ニ∞

（M
J

コ何回
F
夕、｝九］♂－
vz
口
2pqmMデ
ポ
吋
一
目
立
九
山
一
フ
～
つ
「
ノ
両
日
凶
戸
】
月
刊
王
立
の
2dCOM
一号守山
2
5
5
tョ乙
M
E
乙
本
司
E
E命
名

CM
］
向
。
ご
足
H
F
C
M

間二ハア】三「
mh｝
A
C
vハ一C司
p

d
お
C
H
T
v
y
『
AWFPC－「〔一一マ
y
叫
向
日
ハ
一
兆
三
一
N

一け
F
Z
v
L
♂
万
九
九
0
3
2ミル円
γーささミ小どと一

U
1
L
O

件、内
1bh）ミ「明。コぺ令＼、ミ
h字、

（とヘ
nu凡

sf吋（片岡
f
p
h
m
ψ

同
区
戸

2
5一勺戸己十巴戸
μ
P
I
E
r
p
N
…X
5）4
一一

ω叶（ザ

山
山
一
同
九
三
ど
J
A
L
M
吋J
2
1
［ら丸山へ戸一

r
z
凶2
2

7
日】吋合言内

A
J
2
2
－R
5
2
7
T
4ヰサコ（『白け
2
2｝斗
C
コ（）
VF
コ↓
c
ロ3
5
3
F
b
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q
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